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は じ め に

鹿児島 県 内 で は， 1951 年 か ら 65 年 の 15 年間 に ア リ

モ ド キ ゾ ウ ム シ の 北緯30 度以北 へ の 侵入 が 4 件 あ っ た

が， い ず れ も 緊 急 防 除 に よ り 78 年 ま で に 根絶 さ れた

(瀬戸 口 ， 1990) 。 そ の 後， 約 20 年間 は 新た な 侵入 は な

か っ たが， 1990 年 に 種子島 の西之 表市 で発見 さ れたの

を はじ め と し て ， 県 内各地で 9 年間 に 8 件の アリモド キ

ゾ ウ ム シ の侵入が あ い つ ぎ ( 図 1) ， さ ら に 1997 年に は

イ モ ゾ ウ ム シ が屋久島で発見 さ れた。 こ れ ら の侵入 に対

し， 即座 に 植物防疫法 に よ る 緊急防除が実施 さ れたが，

発生が比較的小規模の場合 は 国 ・ 県 ・ 地元市町村な ど に

よ る 応急防除が実施 さ れた (表 1) 。 ア リ モ ド キ ゾ ウ ム

シ に つ い て は， 現在 5 か所 は す で に根絶 さ れ， 残 る 3 か

所 も 根絶確認調査の段階 に 入 っ て い る 。 一方， イ モ ゾ ウ

ム シ は， 懸命 に 防除が実施 さ れて い る が， 根絶 ま で に は

い ま だ期間 を要す る 状況 に あ る 。

I 種子島 に お け る 緊急防除

1 発生確認と緊急対策

1990 年 11 月 に西之 表市塗泊地区で ア リ モ ド キ ゾ ウ ム

シ の 発生が確認 さ れた。 当 初 は 県条例 に よ り 322 ha が

発生地区 に ， 発生地区 を 除 く 大 字西之 表 ・ 住吉 の 全域

(6 ， 928 ha) が警戒区域 に 指定 さ れ， サ ツ マ イ モ な ど の

移動が禁止 さ れた。 ま た， 国 の 省令 に よ り 上記の区域す

べて が防除区域 に 指定 さ れた。 こ れ は ， 西之 表市全体の

約 3 分の l の面積 に 相 当 した。 し か し ， 当初の調査は冬

期 に行 わ れ， 使用 さ れた ト ラ ッ プの数 も 少 な か っ たため

発生範囲 が正確 に 把握で き ず， 翌 年 12月に 発生地区面

積が 2 ， 182 ha に拡大 さ れ る に受っ た。

発生確認後， 虫 の拡散防止のため， 区域内 の す で に収
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穫 さ れて いたサ ツ マ イ モ の移動禁止， 栽培サ ツ マ イ モ の

除去 な ど の 緊急対策が取 ら れた。 当 初 の 発生地区 内 の

1 3  ha の サ ツ マ イ モ は す べ て堀 り 取 り ， 防除区域 内 の で

ん粉工場で加工処理 さ れた。 残根 ・ 残茎 は ， 圃場内 で焼

却か埋没処分 さ れ， 圃場への殺虫剤散布が行わ れ， 栽培

が禁止 さ れた。 こ の よ う な サ ツ マ イ モ 除去 は で き る だ け

速や か に行 う こ と が望 ま し い が， 発生地区全体での サ ツ

マ イ モ の一斉即時栽培禁止 は 困難 な た め ， 3 年間 に 段階

的 に 他作物 に転換 さ れた。

2 初期の防除対策

発生確認直後 に 県 お よ び種子島 内 の 市町 ・ 農協 ・ で ん

粉工場な ど で 「熊毛地域 アリモ ド キ ゾ ウ ム シ 防除対策協

議会」 が組織 さ れ， 緊急防除体制が整備 さ れた。 当 初，

野生寄主植物のノ ア サ ガ オ の抜 き 取 り 作業が市民 と 関係

機関 を動員 し毎 月 l 回行わ れたが， 取 り 残 した茎か ら 再

生す る こ と が多 く ， 除草剤散布 に よ る 除去 に 移行 した。

除草剤 は ， ノ ア サ ガ オ に卓効 を示す広葉選択性の ト リ ク

ロ ピ ル液剤 と 非選択性のグリ ホ サ ー ト 剤 を使用場面 に 応
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図ー1 鹿児島 県 に お け る 1990 年以降の 未発生地域への侵
入

( 白抜 き : 根絶済み， 黒塗 り : 防除中)
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表 - 1 鹿児島 県 に お け る 近年のゾウ ム シ 類の 防除の状況

発生 市町村 西之表 市 中 種子町 山川町 鹿児島 市 屋久町 上康久町 山川町 下甑 村

ゾウ ム シ の ア リ モ ド キ ア リ モ ド キ ア リ モ ド キ ア リ モ ド キ イモゾウムシ， ア リ モ ド キ ア リ モ ド キ ア リ モ ド キ

種類 ゾウ ム シ ゾウ ム シ ゾウ ム シ ゾウ ム シ アリモドキゾウムシ ゾウ ム シ ゾウ ム シ ゾウ ム シ

発生 確認
1990.1 1.2 1993.9.16  1994.8.30 1997.8.14 1997.12.10 1997.12.12 1998.7.27 1998.9.1 

年月 日

イ モ ゾウ ム シ :
イ モ ゾウ ム シ

発見の方法 農家の連絡 ト ラ ッ プ調査 ト ラ ッ プ調査
外灯下で 農家の連絡

調査中 に成虫 ト ラ ッ プ調査 ト ラ ッ プ調査
成虫発見 ア リ モ ド キ :

ト ラ ッ プ調査
発見

発生地区
2，182 265 90 280 4.109 355 19 25 

面積 (ha)

防除 区域
7，250 125 4，109 

面積 (ha)

主な ノ ア サ ガ オ ， ノ ア サ ガ オ ， ノ ア サ ガ オ ，
サ ツ マ イ モ

サ ツ マ イ モ ， ノ ア サ ガ オ ， ノ ア サ ガ オ ，
寄生植物 サ ツ マ イ モ サ ツ マ イ モ サ ツ マ イ モ ノ ア サ ガ オ サ ツ マ イ モ

サ ツ マ イ モ
サ ツ マ イ モ

防除 協議会 地域 協議会， 各 市町協議会 地域 協議会 な し 地 域協議会 な し な し

根絶年月 日 1998.12.31 1994.12.2 1995.12.31 1998 . 6.24 1999.10.26 
(所要年月 ) (8.2) ( 1.3) ( 1.4) (0.10) 0.3) 

防除 経費
4億円 7，100万円 300万円

l億2千万円 380万円 4 10万円
(概算) (97�99 年 度) (98�99 年 度) (98�99 年 度)

動員人数
32，900 2，200 800 10，400 

(人)
600 770 

注) : 発生地区 面積 は 県 条例に よ る 発生地区指定又は応急防除の商積， 防除区 域面積 は国の省令に よ る 指定面積.

じて使い分 け た 。 両剤 と も ， や や低濃度での 多量散布が

効果が高 く ， そ れ ぞ れ 200倍液 の 4001 以上/ 10 a， 150 

倍液の 1501 以上/ 10 a で用 い， MEP 乳剤 を混用 し た 。

1992 年 の 調 査 で は， ノ ア サ ガ オ 自 生地 は発生地区内 に

390 か所， 面 積 で 110 ha あ っ た 。 こ れ ら す べ て の 群 落

への除草剤散布 に は長期間 を要 し ， 当初 目 標 と し た 完全

除去 は現実 に は 不可能 な こ と がわ か っ た 。 そ こ で こ う し

た 現状 に 即 し て ， 中心部 で は ト ラ ッ プへの誘殺が多 い場

所 を 重点 に， 発生が少 な い外局部で は 発生地点の み を 防

除す る 方法 に 変更 し た 。 一方， 寄主植物の調査が進む に

つ れ， 畑や土手 な ど に 残 る 放置 イ モ に 発生が多 い こ と が

明 ら か に な り ， イ モ の人為的移動 に よ っ て拡散 し た形跡

が う かがわ れ た 。 こ の た め ， 放置 イ モ は 見 つ け 次第掘 り

取 る と と も に 「不投棄 ・ 不放置jの指導 を行 っ た 。 寄主

植物の 除去跡 に 殺虫剤 (MEP 微粒剤 ま た は プ ロ チ オ ホ

ス細粒剤) 散布 を行 っ た 。 ま た 当 初 は， 性フ ェ ロ モ ン と

殺虫剤 を吸着 さ せ た テ ッ ク ス板 (瀬戸口 ら ， 1991) を散

布 し て雄除去法 に よ る 防除 も 試み た が， 予期 し た ほ ど の

効果が あ が ら な か っ た た め 1992 年 1 1月 に 散布 を 中 止

し， 代 わ っ て 捕獲率 の 高 い ロ ー ト 型 ト ラ ッ プ (安 田，

1992) を順次増設 し て 発生調査 を 強化 し た (図一 2) 。

3 中後期の防除対策

ト ラ ッ プの増設 に よ り そ れ ま での 未発見地域 で多 く の

発生地点 が見つ か っ た 。 1993 年 7月 に は 南部 の 住吉地

区 の警戒地域 で発生 が 新 た に 確認 さ れ， 住吉地 区 全域

( 1 ， 960 ha) の発生調 査 を ， 短期 間 に 多 く の ト ラ ッ プ を

用 い て行 う こ と が必要 と な り， 粘着板 を木杭に取 り 付 け

た 「簡易粘着 ト ラ ッ プ」 を 開発 ・ 使用 し た 。 こ の ト ラ ッ

プ は 安価 な 割 に 性能 が 良 く ， 同 年 9月 に 1600 本以上設

置 し て 種子 島 の 未発生地域全域 (37. 245 ha) で調査 を

行 っ た 結果， 中種子町での発生が確認 さ れた 。 幸 い 発生

地 区 は 265 ha と 比較 的狭 く ， 野生寄主植物 も 少 な か っ

た こ と か ら ， 15 ha の サ ツ マ イ モ を埋没処分 す る な ど強

力 な 防除 に よ り 1年後 に は根絶で き た 。

西之 表市で は ， 1994 年末以降， 外周 部 で は 年 に l 回，

中 心部 で は 年 2�5 回 簡 易 粘着 ト ラ ッ プ を 1 ha 当 た り

3�5 基の割合で設置 し て 調査 を行 い， 発生地点 の 探索

を徹底 し た 。 ト ラ ッ プへの誘殺パ タ ー ン か ら 発生源 を推

測 し ， そ こ の寄主植物 を精査 し て 発生地点 を 特定 し た 。

高密度 の地点 を 除 け ば， ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ は 限 ら れた

群落 に局所的 に 生息 し て お り ， 1997 年 2月 ま で に 発生

地点 と し て 388 地点 (総面積約 20 ha) が特定 さ れ た 。

こ の 方法に よ っ て 防除地点が容易 に 限定で き て ， 効率的
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3 月以後 は最後に残 っ た 中心部地 区 で も 発生が見 ら れ な

く な り ， 国 の駆除確認調査に よ り 1998 年 10 月 に根絶が

確認 さ れ， 12 月 に地 区 指 定 が す べ て 解 除 さ れ た (図

4) 。

一一一 8 一一一

か つ重点的に防除が行 え る よ う にな っ た 。 各地点ご と に

除草剤 ・ 殺虫剤散布， 堀 り 取 り ， 抜 き 取 り ， 刈 り 払 い，

焼却な どに よ る 防除 を反復 し ， そ の後寄主植物 と 虫 の残

存の有無 を 精査す る 効果点検 を 行 っ た (図ー3) 。 防 除 の

進捗に し た がい， 発生地 区 お よ び防除区域 は外側か ら 順

次区域 を細分 し て 根絶が確認 さ れ た 。 そ の 結果 1997 年
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H 県内3 地域に お け る 防除

① 山川町岡児ヶ水地区で 1994 年 8 月 30日 に アリモ

ド キ ゾ ウ ム シ の発生が確認 さ れ， 90 ha が発生地区 (県

条例) ， 125 ha が防除区域 ( 国 の 省令 ) と し て 指定 さ れ

た 。 区域内 の 34 ha の サ ツ マ イ モ は青果用 ・ で ん粉用 と

も ， 中心部の 10 ha に つ い て は す べ て 埋没処分 と し ， 残

り の地域 に つ い て は塊根 は でん粉工場で処理 し ， 茎葉 は

す べて埋没処分 と し た 。 寄生 は 畑畦畔の放置 イ モ と ノア

サ ガ オ で も 確認 さ れ， こ れ ら の 除去 と 殺虫剤 に よ る 防除

を 行 っ た 結果， 10 月 下旬以降 は 発生 が認 め ら れ ず， 翌

年 5�10 月 の 調 査 に よ り 根 絶 が 確 認 さ れ た (桑原，

1996) (表 ー 1 ) 。

② 1997 年 8 月 14日 に 鹿児島市伊敷団地 内 の街灯 で

成虫が発見 さ れた 。 発生源 は， 移動禁止区域か ら 送 ら れ

た サ ツ マ イ モ で， 持 ち 込 み か ら 2 か 月 し か経 っ て い な か

っ た が， 最長 約 7 . 8 km 離 れ た ト ラ ッ プ で誘殺 さ れ，

400 m 離れた サ ツ マ イ モ 畑で寄生が確認 さ れ た 。 こ の た

め 半径 l km を 防 除範囲 と し ， 地域住民 の 承諾 を 得 て

1. 6 ha の サ ツ マ イ モ の 除去 と 殺虫剤散布 に よ る 応 急防

除 を 国 ・ 県 ・ 市 ・ JA な ど関係機関職員が行 っ た 。 そ の

結果， 9 月 22日 を 最 後 に ト ラ ッ プ誘殺が認 め ら れ な く

な り ， 1998 年 6 月 24日 に 根絶が確認 さ れた (伊藤 ら ，

1999) 。

③ 1998 年 7 月 27日に 山川町大 山地区で ト ラ ッ プ調

査 に よ り 発生が確認 さ れ た 。 発生源 は発生地域か ら 持 ち

込 ま れた サ ツ マ イ モ と 推測 さ れ た 。 持 ち 込みか ら の期聞

が比較的短 く ， 発生範囲が狭か っ た た め 19 ha を 防除範

囲 と し ， 1 ha の サ ツ マ イ モ 除去 と 殺虫 剤散布， そ の 後

放置 イ モ の 除去 を 応急 防除 に よ り 徹底 し た 結果， 10 月

13日 を最後 に 発生が見 ら れ な く な り ， 翌 年 10 月 ま での

調査で根絶が確認 さ れ た 。

④ 1998 年 9 月 1 日 に 下甑村 で ト ラ ッ プ調査 に よ り

発生が確認 さ れ た 。 発生 は 青瀬地区 と 瀬 尾地区 の 合計

25 ha で， 青瀬集落内 の サ ツ マ イ モ 圃場お よ びノ ア サ ガ

オ群 落で密度 が高 か っ た 。 l km 離 れ た 瀬尾地区では 発

生 はご く 少 な く 青瀬地区か ら の 持 ち 込 み と 考 え ら れた 。

防除の た め に 国 ・ 県の職員が定期 的 に 現地 に 派遣 さ れ，

サ ツ マ イ モ の 除去 と 圃場への殺虫剤散布および住民の協

力 を 得て栽培が禁止 さ れ た 。 そ の 後集落周 辺 と 標高 100

m 以下 の 山林 に 多 い ノ ア サ ガ オ に つ い て ， 発生地点 を

特定 し な が ら 除草剤散布 と 抜 き 取 り な ど に よ る 除去を行

っ た 結果， 2000 年 1 月 19日 を 最後 に 発生 を 認 め な く な

り ， 6 月 よ り 根絶確認調査 を 行 っ て い る 。

皿 屋久 島 に お け る 緊急防除

1997 年 12 月 10日 に 屋久町湯泊地区 で イ モ ゾ ウ ム シ

の発生が確認 さ れ， こ の直後の調査でアリモ ド キ ゾ ウ ム

シ も 発見 さ れた。 当 初， イ モ ゾ ウ ム シ は 屋久町の湯泊 ・

平 内 両地区 の 1 ， 202 ha， ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ は こ れ ら

の地区 と 上屋久町志戸子地区 355 ha の区域 で確認 さ れ，

こ れ ら の地区が国 ・ 県 に よ り 防除区域 ・ 発生地区 に 指定

さ れた 。 そ の後， 屋久町 で は ， 2 月 ま で に 周 辺 の 数地区

で も イ モ ゾ ウ ム シ が 確認 さ れ た こ と か ら 指 定 区 域 は

3 ， 028 ha に拡大 さ れ， さ ら に 10 月 に は麦生， 栗生地区

で も イ モ ゾ ウ ム シ が確認 さ れ た た め ， 現 在 は 4 ， 464 ha 

が指定 さ れ て い る 。 防 除 は ， 県 ・ 町 ・ JA ・ 酒造会社 に

よ る 「屋久島地区アリ モ ド キ ゾ ウ ム シ 等 緊急防除対策協

議会」 が中心 と な り ， 発生確認後 は直 ち に サ ツ マ イ モ の

除去 ・ 処分 と 栽培 の 禁 止 を 地域住民 の 協 力 を 得 て 実施

し ， 放置 イ モ と 野生寄主植物 の 除去お よ び殺虫剤散布 を

続 げ て い る 。 こ の結果， アリモ ド キ ゾ ウ ム シ は 屋久町で

は 1998 年 2 月以降発生が認 め ら れ な く な り ， 上 屋久町

志戸子地区で も 1999 年 1 1 月以降 は 発生が見 ら れ な く な

っ た 。 こ の た め ， 2000 年 5 月 か ら 両 町 と も ア リ モ ド キ

ゾ ウ ム シ の根絶確認調査が実施 さ れ て い る 。

一方， イ モ ゾ ウ ム シ の 発生地区 は 東 西 約 20 km に 及

び， 当面の根絶 目 標 を 発生密度が低 い 西端お よ び東端の

両区域 に し ぼ っ て 防除 を 進 め て い る 。

W 緊急防 除の要点

① ゾ ウ ム シ類が未発生地域 に 発生 し た 場合， 発生範

囲の調査， サ ツ マ イ モ の移動禁止 と 掘 り 取 り 処分お よ び

殺虫剤散布等 の 緊急対策 と ， そ れ に 引 き 続 い て サ ツ マ イ

モ や観賞用 の ア サ ガ オ 類の栽培禁止が必要 と な り ， 地域

の農家 ・ 住民の理解 ・ 協力 が不可欠 で あ る 。 防除 ・ 調査

作業 に 際 し て は， 地元市町村や 関係機関 の職員の 緊急的

かつ全面的な協力 に 支 え ら れて い る 。

② 調査や 防除作業 の 実施 に 当 た っ て は， 土地所有者

な ど の承諾 と 協力 を 得 る こ と が不可欠 で あ る 。 こ れ を 円

滑 に 進 め る た め に は ， 防除 に 関 す る 情報 の提供が重要で

あ る 。 ま た ， 発生調査や効果点検作業 な ど に住民の参加

を 得 る こ と は， 防除へ の 理解 を深め る う え で効果が大 き

い。 根絶 ま で に は人海戦術 に よ る 根気強い調査 ・ 防除 の

反復が必要で あ り ， 発生の規模 に よ っ て は 防除協議会 と

防除作業班 を設置す る な ど組織の整備 も 必要 と な る 。

③ 近年 に お け る ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ の 緊急 防 除で

は， フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プに よ る 調査が そ の 高 い検出能力

と 簡便 さ か ら 発生範囲 の速や か な 把握， 発生地点 の正確
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な特 定， 防除効果の確認 の た めに極 め て重要な役割 を 果

た し て い る 。 こ れに よ り ， 比較的 早期に 発生が発見 さ れ

た と こ ろで は， い ず れ も 発見 か ら 2�3 年以内に 根絶が

達成 さ れて い る (表一1)。

④ イ モ ゾ ウ ム シ の根絶 も ， ア リ モド キ ゾ ウ ム シ と 同

じ ように 寄主植物の除去 と 殺虫剤散 布に よ っ て 可能 と 考

え ら れ る が， 下記の2点で 防除が困難で あ る 。 第l は強

力 な ト ラ ップが な い た め発生調査 は寄主植物に よ る 方法

に 限 ら れ る 。 第 2 は， 成 虫 は飢餓耐 性 が 高 く (栄，

1968) ， 分散 能力 も 比較的 大 き い と 考 え ら れ る 。 こ の た

め ， 防除に 際 し て は発生区域 の周 りに 寄主植物がな い分

散 防止帯 を 設 け る 必要 が あ る 。 分散 防止帯 の幅 は成 虫の

移 動能力 (IくINJYO et al .  1 995) な どか ら 200 m と し て い

る 。

お わ り に

鹿児 島 県 は， 熱帯 ・ 亜熱帯 地域 か ら南西諸 島伝いに 北

上 し て く る筈 虫類の侵入経路 上に 当 た り ， すでに 根絶 さ

れたミ カ ン コミ パエ ・ ウ リミ パエに 代わ っ て ， 近年ア リ

モド キ ゾ ウ ム シ な どの北上・侵入が頻 発 し， 出家や関係

者に と っ て 大 き な脅威 と な っ て い る 。 万一 ， こ れ ら ゾ ウ

ムシ 類に 県本 土 への定着 を許 す と ， サ ツマ イ モ産地への

/新f!J，の停'ff!JJ:fI f!J手NO.l ! 

彩響 は計 り 知れず， ブLナトト 四国 あ る い は そ れ以北の地域

への分布拡 大に も つ な が る 。 一 方， 近年の交通 と 物流の

激化， 新奇 な作 物.I!，品 種な ど へ のl瞥好 の高 ま り な どに よ

り移 動制限地域 か ら の持 ち 込 み の危険性が高 ま っ て い

る 。 発生地域に おげ る移 動取締 の強化 と啓 発が重要で あ

る と と もに ， 未発生地域で は侵入警戒に 万 全 を期 す必要

が あ る 。 鹿児 島 県で は ア リ モド キ ゾ ウ ム シに つ い て は

1996 年か ら 本 土 の39市町村， 1998 年か ら は 離 島 を 含 む

77市町村 を 対象に 毎年夏 期に ト ラ ッ プに よ る 侵入管戒

調査 を行っ て お り ， そ の結 果早期発見 がで き た 。 一方，

イ モ ゾ ウ ム シに 対 し て は効率的 調査 方法がな く ， 発見 の

遅れが心配 さ れ る 。 未発生地域 の サ ツマ イ モ 生産地に お

い て は， 特に 生産者 な ど関係者が防衛意識 を持 ち警戒に

あ た る こ と が重要で あ る 。
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